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其
の
十
九

琉
球
王
国
第
4
代
尚
清
王
代
に
首
里
王
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
謡
集

「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

※ 

海
洋
博
公
園
内
お
も
ろ
植
物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

与
那
嶺
の
大
親
が

竹
を
栽
培
す
る
囲
い
を
造
っ
て（
竹
を
育
て
て
）

按
司
様
が

島
討
ち
を
す
る
た
め
の
矢
柄
の
見
事
さ
よ
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リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
は
琉
球
列
島
固
有
の

竹
で
、大
東
諸
島
以
外
の
沖
縄
各
島
に
自
生

す
る
。

稈
は
高
さ
1
〜
3
メ
ー
ト
ル
、径
1
〜
2

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、葉
は
立
性
で
長
さ
18
〜

25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、幅
4
〜
25
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、生
育
地
に
よ
っ
て
稈
の

高
さ
や
葉
の
広
狭
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

非
石
灰
岩
地
に
植
え
る
と
葉
が
糸
の
よ
う

に
細
く
幹
も
黄
色
を
帯
び
る
た
め
、観
賞
用

と
て
し
て
利
用
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
沖
縄
で

は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
は
生
活
と
深
く
結
び

つ
い
て
お
り
、稈
は
建
築
補
助
材
、垣
根
材
、

編
み
物
、農
業
資
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ほ

か
、枝
葉
は
や
ね
ふ
き
に
用
い
る
と
70
〜
80

年
長
持
ち
す
る
と
い
わ
れ
重
宝
が
ら
れ
た
。
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沖縄美ら海水族館 沖縄県立
名護青少年の家
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自然学校

なご
アグリパーク
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総合研究センター

沖縄県立博物館・
美術館（おきみゅー）
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当財団では、これまでに蓄積してきたノウハウを活かし、普及啓発、環境保全、地域貢献等の活動に取り組んでいます。

与
那
嶺
の
大
親
が
、竹
牆
を
造
っ
て
囲
い
を

し
て
お
い
て
、按
司
様
が
島
討
ち
を
す
る
た
め

の
矢
柄
の
見
事
さ
よ
。

「
た
け
つ
ほ
に
」は
、竹
牆
。

「
つ
ほ
に
」は「
つ
に
ほ
・
チ
ニ
ブ
」の
誤
写
か
。

家
の
正
面
に
こ
し
ら
え
る
目
か
く
し
の
こ
と
。

「
よ
な
み
ね
の
大
や
」は
、旧
佐
敷
町
の
与
那

嶺
の
大
親
。第
一
尚
氏
の
国
王
尚
巴
志
の
父
、

尚
思
紹
の
こ
と
。「
な
わ
し
ろ
の
大
や
」（
苗
代

の
大
親
）と
も
い
う
。
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首
里
城
火
災
後
、美
術
工
芸
品
の
修
復
に
つ
い
て
。

２
０
１
９
年
10
月
31
日
午
前
２
時
33

分
頃
、
首
里
城
正
殿
で
火
災
が
発
生（
那

覇
市
消
防
局
発
表
）。書
院
・
鎖
之
間
、

奥
書
院
、黄
金
御
殿
、寄
満
、二
階
御
殿
、

北
殿
、南
殿
・
番
所
に
も
延
焼
し
、８
施

設
が
焼
損
し
た
。沖
縄
県
民
は
も
ち
ろ

ん
、国
内
外
に
衝
撃
が
走
り
、翌
日
か
ら

再
建
支
援
の
募
金
が
始
ま
る
な
ど
、「
再

び
首
里
城
の
姿
を
」
と
い
う
声
は
世
界

に
広
が
っ
た
。

ま
た
、
首
里
城
内
で
展
示
・
収
蔵
さ

れ
て
い
た
文
化
財
や
美
術
工
芸
品
が
ど

う
な
っ
た
か
心
配
す
る
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
、
何
が
無
事
だ
っ
た
か
と
い
う
報

道
は
関
心
事
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
美
ら
島
財
団
（
以
下
、

財
団
）
が
収
集
し
て
き
た
美
術
工
芸
品

は
、
沖
縄
の
歴
史
・
文
化
の
一
部
で
あ

り
、だ
か
ら
こ
そ
火
災
後
、※
首
里
城
基
金

に
も
多
額
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。美
術
工
芸
品
の
修
復
に
つ
い
て
、

沖
縄
美
ら
島
財
団
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

琉
球
文
化
財
研
究
室
で
話
を
聞
い
た
。

※
国
内
外
に
散
逸
し
た
首
里
城
関
係
の
文
化
遺

産
を
収
集
・
復
元
・
保
存
し
、
首
里
城
公
園
等

で
展
示
・
一
般
公
開
し
て
い
く
た
め
、
財
団
に

設
置
さ
れ
た
基
金
。
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ど
こ
ろ

沖
縄
県
内
各
施
設
の
学
芸
員
が

集
結
し
、所
在
確
認
調
査
か
ら
開
始

鎮
火
後
、２
日
目
の
11
月
１
日
に
な
っ

て
も
、ま
た
南
殿
2
階
特
別
展
示
室
か
ら

煙
が
出
る
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
が
、間

も
な
く
消
防
に
よ
り
消
火
。す
ぐ
に
南
殿

2
階
特
別
展
示
室
か
ら
展
示
品
の
搬
出

作
業
を
始
め
、翌
２
日
か
ら
３
日
に
か
け

て
、南
殿
特
別
収
蔵
庫
、寄
満
特
別
収
蔵

庫
な
ど
か
ら
収
蔵
品
を
搬
出
。搬
出
作

業
、所
在
確
認
、状
態
の
調
査
に
つ
い
て
、

文
化
庁
、沖
縄
県
教
育
庁
、沖
縄
県
博
物

館
協
会
、沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
、

那
覇
市
教
育
委
員
会
、浦
添
市
美
術
館
、

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
（
現 

公
立
大
学
法

人
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
）、琉
球
物
流
株

式
会
社
な
ど
の
協
力
を
得
た
。

「
特
に
所
在
確
認
や
状
態
の
調
査
に
つ

い
て
は
沖
縄
県
博
物
館
協
会
の
協
力
で
、

沖
縄
県
内
の
学
芸
員
た
ち
が
か
け
つ
け

て
く
れ
て
、本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。財

団
所
蔵
の
美
術
工
芸
品
は
合
計
１
，５
1

０
点
あ
り
、所
在
確
認
調
査
及
び
、専
門

家
に
よ
る
状
態
確
認
調
査
は
終
了
し
て

い
ま
す
。一
時
保
管
に
は
沖
縄
県
立
博
物

館
・
美
術
館
と
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
の

ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
が
、い

つ
ま
で
も
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
…

新
た
な
収
蔵
庫
の
設
置
に
つ
い
て
は
以

前
か
ら
話
は
出
て
い
ま
し
た
が
、火
災
に

よ
っ
て
そ
の
重
要
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

首
里
城
と
は
別
の
場
所
に
財
団
が
収
蔵

庫
を
持
つ
方
向
で
検
討
中
で
す
」と
現
状

を
語
る
の
は
琉
球
文
化
財
研
究
室
の

幸
喜 

淳 

室
長
補
佐
だ
。

美
術
工
芸
品
の
修
復
に
つ
い
て
は
、

「
首
里
城
美
術
工
芸
品
等
管
理
委
員
会
」

が
財
団
に
よ
り
設
置
さ
れ
、2
0
1
9
年

12
月
か
ら
2
0
2
1
年
3
月
に
か
け
て

計
4
回
実
施
さ
れ
た
。委
員
に
は
高
良 

倉
吉 

委
員
長
（
歴
史
）・
安
里 

進 

氏
（
漆

芸
史
）・
田
名 

真
之 

氏
（
歴
史
）・
室
瀬 

和

美 

氏
（
漆
芸
家
）・
湊 

信
幸 

氏
（
絵
画
）・

與
那
嶺 

一
子 

氏
（
染
織
）・
森 

達
也 

氏

（
陶
磁
器
）・
早
川 

泰
弘 

氏
（
保
存
科
学
）

と
い
っ
た
外
部
有
識
者
を
招
き
、被
災
状

況
調
査
の
結
果
報
告
や
保
存
・
修
復
・
復

元
に
か
か
る
課
題
の
抽
出
、今
後
の
取
り

組
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
う

え
で
、2
0
2
1
年
3
月
26
日
に
中
長
期

計
画
策
定
の
た
め
の
提
言
を
受
け
た
。

高温状態に置かれ、包装していた紙がはりついてし
まった漆器

2019年12月6日、搬出した美術工芸品をマスコミ向けに紹介した際の様子

首里城美術工芸品等管理委員会の様子総合研究センター 琉球文化財研究室
幸喜淳室長補佐
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沖縄県立芸術大学・大学院造形芸術研究科「第31回卒業・修了作品展」で受賞した3作品および推薦
作品が表紙を飾る予定です。若い才能にご注目ください。

作品タイトル 「青漣」
「漆芸の重厚なイメージを変える、柔らかく動きのある作品を」と、選んだモチーフ
は“布”。粘土原型に麻布と糊漆を７枚貼り重ねた乾漆技法を使用し、薄さを出してい
る。風にたなびく布の質感を追究し造形しており、加飾工程では螺鈿を線状に重ねて
いる。この緻密さとうねりが、「漣」（さざ波）をも想起させる作品となっている。

造形芸術研究科　生活造形専攻　工芸専修
島袋香子（与那原町出身）

沖縄美ら島財団理事長賞

紅型染め衣裳の被害状況を確認中。目立った被害はないが、よく見れば火災の影響
は残る

首里城公園内から収蔵品を搬出している様子

03 02



漆
器
の
修
復
に
は
今
後

20
〜
30
年
か
か
る
見
通
し

南
殿
特
別
収
蔵
庫
に
あ
っ
た
絵
画
な

ど
に
目
立
っ
た
被
害
は
な
か
っ
た
が
、染

織
の
修
復
に
関
し
て
は
、沖
縄
県
外
の
専

門
家
に
応
急
処
置
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ

り
な
が
ら
進
め
て
い
る
部
分
も
あ
り
、被

害
が
少
な
い
と
は
い
え
看
過
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
状
態
だ
。ま
た
、
書
跡
の
修

復
に
も
煤
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
課
題

は
あ
る
と
い
う
。

火
災
前
4
8
7
点
あ
っ
た
漆
器
は
被

害
が
大
き
く
、
火
災
と
消
火
活
動
に
よ

り
、長
時
間
高
温
多
湿
の
状
態
に
置
か
れ

た
こ
と
、
煙
を
浴
び
、
煤
が
こ
び
り
つ
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、相
当
傷
ん
だ
も
の

も
あ
る
と
い
う
。被
害
を
受
け
た
2
8
1

点
の
修
復
に
は
20
〜
30
年
は
か
か
る
と

見
ら
れ
、人
材
育
成
も
含
め
て
包
括
的
に

検
討
さ
れ
て
い
る
。幸
喜
室
長
補
佐
は
こ

う
言
う
。

「
漆
器
に
つ
い
て
は
、
薄
葉
紙
や
布
で

包
ん
だ
上
で
桐
箱
に
入
れ
る
と
い
う
、過

剰
包
装
と
思
わ
れ
て
い
た
保
管
方
法
が
、

結
果
的
に
劣
化
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
良

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

や
は
り
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
ん
で
す

ね
。し
か
し
全
体
的
に
は
、
本
来
何
十
年

と
い
う
時
間
を
か
け
て
劣
化
し
て
い
く

も
の
が
、鉛
を
含
む
部
分
が
黒
く
な
る
な

ど
、劣
化
が
急
激
に
進
行
し
て
し
ま
っ
た

収
蔵
品
も
み
ら
れ
ま
す
」

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
収
蔵
品
修

2020年10月27日～11月8日の期間中、沖縄県立博物館・美術館（お
きみゅー）で開催した「首里城収蔵品パネル展」で、美術工芸品の調査
結果や経過を報告

煤を払う前の漆器表面

煤を払った後の漆器表面
漆器に貼り付いた薄紙を、精製水を含ませた筆で濡らし、漆
や加飾部分が剥がれないよう丁寧に剥がす

繕
事
業
や
、沖
縄
県
か
ら
５
年
間
に
渡
っ

て
受
託
し
て
き
た「
琉
球
王
国
文
化
遺
産

集
積
・
再
興
事
業
」な
ど
を
通
し
て
、
漆

器
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
工
芸
品
の
修

復
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き

た
財
団
。

「
収
蔵
品
に
は
戦
争
を
く
ぐ
り
抜
け
て

残
っ
た
も
の
が
多
く
、後
世
へ
つ
な
げ
る

た
め
に
収
集
し
て
き
ま
し
た
。今
回
の
火

災
で
劣
化
が
進
ん
だ
も
の
は
、こ
れ
以
上

劣
化
が
進
ま
な
い
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。

や
は
り
本
物
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

時
間
を
か
け
て
も
一
つ
ひ
と
つ
修
復
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

（
文
・
い
の
う
え 

ち
ず
）

首里城美術工芸品等管理委員会の経緯

状態確認調査の結果

183

487

306

125

127

282

1,510

絵画

漆器

染織

書跡

陶磁器

金工品・その他

合計

火災前

総収蔵数

火災後

総収蔵数 修理不要数 要修理数

156

285

302

106

46

224

1,119

150

4

283

101

25

192

755

6

281

19

5

21

32

364
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美術工芸
品等管理
委員会 

分野毎
ワーキン
グ

美術工芸
品等の被
災の把握
( 所 在・
状態確認
調査） 

保存及び
修 理・復
元に係る
課題の抽
出

今後の取
り組み方
法等の検
討・整理

把握 審議 審議 審議

R元 .12.10
第 1 回

R2.1
絵画

R 元 .1.11～
所在確認調査

R2.3.3
第 2 回

R2.11.25
第 3 回

R3.3.11
第 4 回

R2.1
絵画

R元 .11
絵画・漆芸

R2.6
漆芸

R2.10
漆芸・染織

R2.12
染織

R2.9
陶磁器・
絵画・書跡・染織

R2.11 漆芸

R3.3 漆芸

R3.2
書跡・
陶磁器

R2.6
漆芸

R2.10
漆芸・染織

R2.12
染織

R2.1～
課題の
抽出

R2.1～
【提案】

・調査と修理を担う
　分野別ワーキング設置
・美術工芸品等管理
　方針（短期・中長期）
・展示・収蔵施設への
　提案

修理・復元の実施

・修理計画検討

・収蔵庫確保の検討

・方法検討

・計画とりまとめ

・提案とりまとめ

・マニュアル策定

R2.2
漆芸・金工

R2.3
染織

 
令和元年度 令和 3年度令和 2年度

vol. 7

沖
縄
の
暮
ら
し
に
根
づ
い
て
い
る
植
物
の
一
つ
、
月

桃
。
サ
ン
ニ
ン
、
サ
ネ
ン
、
サ
ニ
、
サ
ニ
ン
、
サ
ミ

ン
、
サ
ミ
、
サ
ニ
ム
ン
な
ど
の
ご
当
地
名
で
も
知
ら
れ

る
が
、
こ
れ
に
は
2
種
類
あ
る
。
一
つ
は
奄
美
大
島
か

ら
与
那
国
島
ま
で
の
琉
球
弧
に
一
般
的
な
月
桃
で
、
高

さ
2
m
ほ
ど
に
育
つ
。
も
う
一
つ
は
大
東
諸
島
で
見
ら

れ
、
高
さ
3
〜
4
m
に
も
な
る
大
型
の
も
の
で
、
’タ

イ
リ
ン
月
桃‘
ま
た
は
’大
東
月
桃‘
と
呼
ば
れ
、
最

近
は
沖
縄
本
島
で
も
見
ら
れ
る
。
東
京
都
の
小
笠
原
諸

島
や
八
丈
島
に
も
同
じ
も
の
が
あ
り
ハ
ナ
ソ
ウ
カ
（
花

束
荷
）
と
呼
ば
れ
る
。
後
者
は
月
桃
と
台
湾
原
産
の
大

輪
月
桃
と
の
交
配
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
2
種
と
も

に
、
葉
の
独
特
の
香
り
か
ら
抗
菌
、
消
臭
、
鎮
静
効
果

な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
活
用
さ
れ

て
き
た
。

旧
暦
12
月
8
日
に
子
ど
も
の
健
康
と
成
長
を
願
っ
て

食
べ
る
ム
ー
チ
ー
は
、
月
桃
の
葉
に
モ
チ
を
包
ん
で
蒸

し
た
も
の
。
葉
は
蒸
し
ま
ん
じ
ゅ
う
の
下
に
敷
い
た

り
、
種
や
葉
を
乾
燥
さ
せ
て
お
茶
に
し
た
り
、
沖
縄
そ

ば
の
生
地
や
ス
イ
ー
ツ
に
も
使
わ
れ
る
ほ
か
、
葉
を
絞
っ

て
精
製
し
た
精
油
は
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
に
、
蒸
留
水
は
化
粧

水
な
ど
の
原
材
料
と
な
る
。
ご
は
ん
や
お
か
ず
を
包
め
ば

使
い
捨
て
の
容
器
代
わ
り
に
も
。
ま
た
、
葉
で
か
ご
や
円

座
な
ど
が
作
ら
れ
、
茎
の
繊
維
は
月
桃
紙
の
原
料
に
。
葉

の
真
ん
中
を
走
る
主
脈
で
編
ん
だ
袋
は
、
八
重
山
で
は
ア

ン
ツ
ク
と
呼
ば
れ
、
昔
は
畑
作
業
や
漁
に
行
く
時
に
お
弁

当
と
な
る
芋
等
を
入
れ
て
い
た
。
現
在
は
お
し
ゃ
れ
な
民

芸
品
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
と
し
て
人
気
で
、
原
宿
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

房
状
の
白
い
つ
ぼ
み
の
先
に
紅
を
さ
し
た
よ
う
な
姿
は

可
憐
そ
の
も
の
。
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
咲
き
、
※
う
り

ず
ん
か
ら
梅
雨
に
か
け
て
の
季
節
を
象
徴
す
る
花
で
も
あ

る
。
6
月
23
日
の
沖
縄
慰
霊
の
日
に
県
内
各
地
で
よ
く
歌

わ
れ
る
「
月
桃
の
花
」
は
、
沖
縄
戦
を
描
い
た
映
画
の
主

題
歌
だ
っ
た
が
、
月
桃
の
花
が
咲
く
季
節
に
悲
惨
な
地
上

戦
が
あ
っ
た
記
憶
を
伝
え
、
平
和
を
願
う
愛
唱
歌
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

 

（
文
＝
い
の
う
え 

ち
ず
）

邪気を払う「鬼ムーチー」や「カー
サムーチー（葉もち）」とも呼ばれる
ムーチーと、スクエアのフォルムが
かわいいアンツク。

※春分から梅雨入りまでのさわやかな時季を指す沖縄の言葉

台湾原産のタイリン月桃は花が上を向いて咲くが、沖縄に分布する 2 種類の月桃の花は両方
とも房状に垂れ下がる。

月
桃

サ
ン
ニ
ン
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イエジマチャセンシダ

羽片と胞子嚢

沖縄の希少植物
和　名：イエジマチャセンシダ

科　名：チャセンシダ科

学　名：Asplenium oligophlebium var. iezimaense 
レッドデータカテゴリー：
絶滅危惧ⅠA類（環境省）、絶滅危惧ⅠA類（沖縄県）

イエジマと名のついたこのシダ植物は、世界で沖縄本島北部に位置
する伊江島にのみ分布する珍しい植物です。常緑の多年草で、大きく
ても25cm程度、ほとんどは10cmほどにしか成長しません。本種は日
本固有種であるカミガモシダの変種とされています。カミガモシダと
は、羽片の長さや形で区別されています。胞子で増殖する以外にも、葉
軸の先端につける無性芽により無性生殖を行っています。
環境省の国内希少野生動植物種に指定され、採集や譲渡などは法律

で禁じられていますが、そもそも生存する個体数が少ない上に自生地
が限られており、環境の変化などにより、そのままでも絶滅してしまう
可能性が危惧されています。沖縄美ら島財団総合研究センターでは、
生息域外での栽培試験や胞子保存など、イエジマチャセンシダの保護
増殖技術開発に取り組んでいます。

（天野 正晴）

Vol.31

　沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で
は
、2
0
2
0

年
4
月
よ
り
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
授
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、外
出
や

面
会
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い
る
入
院
中

の
子
ど
も
達
や
、修
学
旅
行
や
社
会
見
学

と
い
っ
た
学
校
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い

る
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ
を

使
っ
て
水
族
館
と
病
院
・
特
別
支
援
学

校
を
繋
ぎ
、解
説
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て
生

き
物
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
飼
育
員
と

の
交
流
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　遠
隔
授
業
の
テ
ー
マ
は
、子
ど
も
に
人

気
の「
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
」「
深
海
生
物
」「
イ

ル
カ
」
の
3
つ
で
す
。「
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
」

の
授
業
で
は
、黒
潮
の
海
大
水
槽
の
様
子

を
生
中
継
し
な
が
ら
サ
メ
の
歯
の
標
本

な
ど
も
使
っ
て
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
生
態

を
楽
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
深
海
生

物
」
の
授
業
で
は
、
オ
オ
グ
ソ
ク
ム
シ
や

ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
の
生
体
を
用
い
て
、
子
ど
も

が「
あ
っ
！
」
と
驚
く
よ
う
な
深
海
生
物

の
生
態
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
イ
ル
カ
」

の
授
業
で
は
、
子
ど
も
達
の
掛
け
声「
せ

ー
の
！
」に
あ
わ
せ
て
イ
ル
カ
が
ジ
ャ
ン

プ
を
披
露
し
、子
ど
も
達
が
ト
レ
ー
ナ
ー

に
な
っ
た
よ
う
な
疑
似
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　2
0
2
0
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
末
ま
で
に
全
国
の
病
院
・
特
別
支

援
学
校
を
対
象
に
41
回
授
業
を
実
施
し
、

入
院
中
の
子
ど
も
達
や
特
別
支
援
学
校

の
児
童
生
徒
合
わ
せ
て
、8
5
6
名
の
皆

さ
ま
に
授
業
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

沖
縄
美
ら
海
水
族
館

　外
出
を
制
限
さ
れ
た
入
院
中
の
子
ど
も
や

特
別
支
援
学
校
の
子
ど
も
に
向
け
た「
遠
隔
授
業
」実
施
！

黒潮の海大水槽の解説

イルカがジャンプを披露

子ども達からいただいたお礼状

ヌタウナギを使った深海生物の授業

い
た
だ
き
ま
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
た
施
設
の
関
係
者
か
ら
は
、「
授

業
後
に
子
ど
も
の
表
情
が
明
る
く
な

っ
た
」、「
授
業
を
通
し
て
患
者
さ
ん
同

士
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
全
国

の
病
院
、
特
別
支
援
学
校
を
対
象
に
、

遠
隔
授
業
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
楽

し
い
時
間
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

（
横
山 

季
代
子
）
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「黒潮の海」大水槽で泳ぐ姿

餌に向かって急加速する様子

和　名：ヒメイトマキエイ

学　名：Mobula thurstoni
科　名：イトマキエイ科

ヒメイトマキエイは、世界の温帯から熱帯域に分布しています。体の背
側は全体的に光沢のある青紫色をしており、頭部背面にある暗色の帯
状模様が特徴です。日本で見られるイトマキエイ属の中でも、ナンヨウマ
ンタやオニイトマキエイが体幅約4～6mまで成長するのに対し、ヒメイ
トマキエイは最大でも約2m程で最も小さい種です。
沖縄美ら海水族館「黒潮の海」大水槽では2019年7月に世界で初め

てヒメイトマキエイの展示に成功しました。本種は主にプランクトンや小
型の甲殻類などを摂餌していますが、餌を食べる瞬間に急加速する特徴
があり、他のイトマキエイ類とは異なる摂餌行動が飼育下で観察されて
います。今後も、本種の飼育を通して生態解明に取り組んでまいります。
沖縄美ら海水族館だけで見ることができるヒメイトマキエイの姿をぜ

ひご覧ください。
(木野 将克)

沖縄美ら海水族館で
出会える生き物 Vol.14



　首
里
城
公
園
に
は
現
在
13
の

門
が
あ
り
ま
す
が
、今
回
は
首
里

城
外
郭
の
南
東
に
位
置
す
る
継

世
門
を
紹
介
し
ま
す
。

　最
初
に
門
が
造
ら
れ
た
の
は

1
5
4
6
年
（
天
文
15
年
）で
、

門
の
両
側
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

に
、当
時
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た

倭
寇
か
ら
の
防
備
を
強
化
す
る

た
め
門
を
設
置
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。石
垣
ア
ー
チ
門

の
上
に
、本
瓦
葺
の
櫓
が
載
せ
ら

れ
た
門
で
、首
里
城
外
郭
の
門
で

あ
る
歓
会
門
や
久
慶
門
と
同
じ

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「継
世
」と
名
付
け
ら
れ
た
の

は
、国
王
が
亡
く
な
っ
た
際
、次

の
国
王
と
な
る
世
子
（
王
子
）が

こ
の
門
か
ら
入
り
、世
誇
殿
で
王

位
継
承
の
儀
式
に
臨
ん
だ
こ
と

に
由
来
し
、「
す
え
つ
ぎ
御
門
」と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　継
世
門
は
、西
来
院
（
達
磨
寺
）

か
ら
瑞
泉
酒
造
に
抜
け
る
道
沿

い
に
あ
り
、首
里
城
の
東
側
に
当

た
る
赤
田
町
方
面
（
現
在
の
那

覇
市
首
里
赤
田
町
）に
建
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
赤
田
御
門
」

の
呼
び
名
も
あ
り
ま
す
。日
常
的

に
は
城
内
へ
の
日
用
品
の
搬
入

や
城
外
へ
物
を
持
ち
出
す
通
用

門
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
比
嘉 

明
子
）

かつて、首里の人々が「御城（うぐしく）」と呼び、
敬愛のまなざしで見上げた首里城。
首里城とその周辺に関係するトリビアを語る歴史エッセイ。

Vol.21

継世門
けいせいもん

き
ゅ
う
け
い
も
ん

や
ぐ
ら

よ
ほ
こ
り
で
ん

う
じ
ょ
う

あ
か
た
う
じ
ょ
う

か
ん
か
い
も
ん

1998年に復元された継世門

戦前の継世門（森政三コレクション）

の
国
王
と
な
る
世
子
（
王
子
）が

こ
の
門
か
ら
入
り
、世
誇
殿
で
王

位
継
承
の
儀
式
に
臨
ん
だ
こ
と

に
由
来
し
、「
す
え
つ
ぎ
御
門
」と

継
世
門
は
、西
来
院
（
達
磨
寺
）

か
ら
瑞
泉
酒
造
に
抜
け
る
道
沿

い
に
あ
り
、首
里
城
の
東
側
に
当

た
る
赤
田
町
方
面
（
現
在
の
那

覇
市
首
里
赤
田
町
）に
建
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
赤
田
御
門
」

の
呼
び
名
も
あ
り
ま
す
。日
常
的

に
は
城
内
へ
の
日
用
品
の
搬
入

や
城
外
へ
物
を
持
ち
出
す
通
用

門
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

明
子
）

よ
ほ
こ
り
で
ん

う
じ
ょ
う

あ
か
た
う
じ
ょ
う戦前の継世門（森政三コレクション）
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う
ち
な
ー
の

「
御
玉
貫
の
魅
力
」

琉
球
王
国
時
代
か
ら
現
代
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た„
手
わ
ざ
“
が
つ
く
り
出
す
伝
統
工
芸
の
魅
力
に
せ
ま
り
ま
す
。

現
在
の
私
た
ち
は
ご
く
身
近
に
金
工
美
術
を

目
に
し
ま
す
が
、琉
球
王
国
時
代
の
金
工
美
術

は
普
段
目
に
触
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。特
別
な
儀
礼
の
場
な
ど
で
権
威
の
象

徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

材
料
と
し
て
は
、融
点
が
低
く
加
工
が
容
易
な

こ
と
か
ら
錫
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、王
国

時
代
の
金
工
美
術
の
中
心
で
し
た
。そ
の
精
髄
の

ひ
と
つ
が
御
玉
貫
で
す
。

御
玉
貫
と
は
、多
彩
な
ガ
ラ
ス
玉
の
編
み
込
み

を
錫
瓶
に
か
ぶ
せ
た
も
の
で
、琉
球
王
国
時
代
の

公
的
な
儀
式
な
ど
で
酒
器
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。精
緻
に
編
み
込
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
玉
が
見
ど
こ

ろ
で
す
が
、隠
れ
た
主
役
は
錫
瓶
で
す
。細
い
首

か
ら
豊
か
な
胴
へ
ふ
く
ら
む
優
美
な
曲
線
は
ガ

ラ
ス
玉
の
文
様
を
際
立
た
せ
、裾
が
拡
が
っ
た
高

台
は
全
体
の
姿
に
安
定
の
美
を
与
え
ま
す
。

こ
の
曲
線
美
は
一
見
何
気
な
い
で
す
が
、微
妙

な
均
衡
の
上
に
成
立
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
使
う

側
と
作
り
手
の
合
作
と
も
い
え
ま
す
。使
い
手
の

厳
し
い
審
美
眼
が
あ
っ
て
初
め
て
作
り
手
の
審

美
眼
・
技
術
も
鍛
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。錫
瓶
の

曲
線
美
は
壺
屋
焼
の
瓶
子
に
も
受
け
継
が
れ
重

要
な
見
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
錫
瓶
の
魅
力
が
垣
間
見
ら
れ
た
の
は

儀
式
の
場
で
し
た
。元
々
は
ガ
ラ
ス
玉
編
み
の
蓋

も
あ
っ
た
錫
瓶
は
、泡
盛
を
盃
に
注
ぐ
際
に
初
め

て
そ
の
繊
細
な
注
ぎ
口
を
現
し
た
の
で
す
。往
時

の
技
術
の
粋
を
集
め
た
ご
く
薄
い
造
り
な
の
で

驚
く
ほ
ど
軽
い
手
取
り
で
す
。錫
瓶
を
傾
け
る
と

高
台
の
内
側
か
ら
微
か
に
左
三
つ
巴
が
見
え
ま

す
。ど
ん
な
に
ま
ば
ゆ
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
鶴
田 

大
）

　
　
　
　
　

 

す
ず

　
　
　
　
　
　
　

す
ず
び
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
う

だ
い

う
た
ま
す
き

御玉貫
（１６～１８世紀
 沖縄美ら島
財団所蔵）

同・底部 中央に左
三つ巴紋が刻印
されている

過去の「新春の宴」で御玉貫（復元製作品）を
使用している様子
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2
0
2
6
年
の
正
殿
再
建
に
向
け
て

「
見
せ
る
復
興
」が
進
行
中

火
災
・
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

首
里
城
公
園
再
開

２
０
１
９
年
10
月
31
日
に
発
生
し
た
首
里

城
火
災
の
後
、国
、県
の
両
方
で
首
里
城
の
再

建
と
復
興
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、

２
０
２
０
年
３
月
末
に
発
表
さ
れ
た
。２
０
２

６
年
ま
で
に
首
里
城
正
殿
を
再
建
す
る
こ

と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
公
開
す
る
方
針
も
決

定
さ
れ
た
。

火
災
後
、
首
里
城
公
園
は
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
が
、国
、県
、沖
縄
美
ら
島
財
団（
以
下
、財

団
）が
連
携
し
て
開
園
準
備
を
進
め
、
２
０
１

９
年
12
月
12
日
か
ら
城
郭
内
の
一
部
を
オ
ー

プ
ン
。城
郭
内
の
瓦
礫
や
燃
え
残
り
の
木
造

部
分
も
解
体
・
撤
去
さ
れ
、
正
殿
の
再
建
工

事
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
・
県
が
大
き
な
方
針
と
し
て
掲
げ
る「
見

せ
る
復
興
」
も
進
行
中
だ
。世
界
文
化
遺
産
で

あ
る
正
殿
の
地
下
遺
構
を
公
開
す
る
た
め
、

正
殿
の
位
置
に
仮
設
の
履
屋
を
設
置
。風
雨

や
紫
外
線
か
ら
地
下
遺
構
を
守
り
つ
つ
、
窓

越
し
に
見
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。正

殿
の
屋
根
に
あ
っ
た
龍
頭
棟
飾
り
な
ど
は
、

正
殿
の
大
き
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
展
示
物

と
し
て
、礎
石
と
共
に
並
ん
で
い
る
。

２
０
２
０
年
９
月
23
、
24
日
に
は
ヒ
ビ
が

入
っ
た
ま
ま
正
殿
前
に
立
っ
て
い
た
大
龍
柱

を
下
之
御
庭
に
移
動
。仮
設
の
作
業
建
屋
で

破
損
防
止
の
樹
脂
を
注
入
し
、
養
生
中
の
様

子
を
見
せ
る
展
示
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
同

年
10
月
31
日
に
は
、
有
料
区
域
に
「
首
里

城
復
興
展
示
室
」
を
開
設
。デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
で
正
殿
復
元
の
工
芸
技
術
な

ど
を
紹
介
し
、
獅
子
瓦
の
一
部
な
ど
も
展

示
し
て
い
る
。ま
た
、
世
誇
殿
で
は
火
災

前
の
首
里
城
の
姿
等
を
紹
介
す
る
映
像

を
大
型
画
面
で
上
映
し
た
り
、
タ
ッ
チ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
学
習
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
設
置
し
た
。

屋
根
の
一
部
が
破
損
し
て
い
た
奉
神
門

は
２
０
２
１
年
３
月
末
で
修
繕
が
終
了
。

瓦
が
葺
き
直
さ
れ
、漆
も
塗
り
直
さ
れ
た

美
し
い
姿
が
蘇
っ
た
。

沖縄のシンボルとして、
見せる再建と復興を

御庭から正殿基壇まで木道が設置され、安全に歩けるようルートを確保

元気いっぱいのこども旗頭「響」。目に涙を浮かべて見守る方も多く、
観光のお客さまにも喜ばれた。右手奥には修繕された奉神門が見える。

し
ち
ゃ
ぬ
う
な
ー

よ
こ
ほ
り
で
ん
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地
域
と
連
携
し
愛
さ
れ
る

首
里
城
を
め
ざ
し
て

2
0
2
0
年
６
月
12
日
か
ら
首
里
城
公
園

有
料
区
域
が
再
オ
ー
プ
ン
。再
開
を
待
ち
わ
び

た
地
域
住
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
。一
方
で
例
年
に
ぎ

や
か
に
開
催
す
る
首
里
城
祭
や
新
春
の
宴
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
に
規
模
を
縮
小
。10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日

ま
で
開
催
し
た
首
里
城
祭
で
は
奉
神
門
か
ら

守
礼
門
ま
で
の
古
式
行
列
を
実
施
し
た
。２
０

２
１
年
１
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
開
催
し
た

新
春
の
宴
で
は
、御
座
楽
や
琉
球
舞
踊
な
ど
伝

統
芸
能
を
披
露
し
、来
場
者
に
新
春
の
雰
囲
気

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

一
方
で
、ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
も
首
里
城
の
雰
囲

気
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
、首
里
城
公
園
解

説
員
に
よ
る
紹
介
動
画
の
Y
o
u
T
u
b
e
配

信
を
始
め
た
ほ
か
、首
里
城
祭
、新
春
の
宴
で
は

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
連
携
し
て
、第
39
代
ミ
ス
沖
縄
に

よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
た
。

首
里
城
公
園
管
理
部
事
業
課
広
報
企
画
展

示
係
の
仲
榮
眞 

盛
也 

係
長
は
言
う
。「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
う
え
で
開
催
し
た
首
里
城
祭
で
は
、復
興

に
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
よ
る
復
興

ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。沖

縄
県
主
催
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
城
壁
を

使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
、地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
首
里
城
の

新
し
い
魅
力
だ
と
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
国
王
・
王
妃
の
新
規
募
集
は
せ

ず
、令
和
元
年
度
選
出
者
に
引
き
続
き
お

願
し
、首
里
城
祭
、新
春
の
宴
で
も
国
王
・

王
妃
の
出
御
を
行
い
ま
し
た
」

首
里
城
復
興
を
支
援
し
た
い
と
い
う
声

は
多
く
、瓦
の
漆
喰
は
が
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
多
数
の
沖
縄
県
民
が
参
加
。県
内
外
か

ら
首
里
城
復
興
を
願
う
寄
せ
書
き
が
首
里

城
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。「
皆
さ
ま
か
ら
の
声
に
励
ま
さ
れ
る

一
方
で
、防
災
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
も

職
員
の
責
務
だ
と
感
じ
ま
す
。月
に
１
度
、

火
元
の
想
定
を
変
え
て
の
消
防
訓
練
を
行

い
ま
す
が
、特
に
10
月
26
日
は
大
規
模
な

総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。夜
間
の
情

報
伝
達
訓
練
や
、門
扉
の
開
錠
な
ど
を
取

り
入
れ
る
ほ
か
、地
震
を
想
定
し
た
訓
練

も
行
っ
て
い
ま
す
」と
、首
里
城
公
園
管
理

部
業
務
課
利
用
サ
ー
ビ
ス
係
の
満
名 

誠 

主
任
は
語
る
。

ま
た
、首
里
城
復
興
支
援
の
記
念
に
な

る
も
の
を
と
い
う
声
に
応
え
、Ｔ
シ
ャ
ツ
や

バ
ッ
グ
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
開
発
し

た
。事
業
部
営
業
課
首
里
城
営
業
係
の
富

山 

幸
浩 

係
長
は
こ
う
話
す
。「
首
里
城
公

園
内
の
店
舗
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
が
、離

れ
て
い
て
も
首
里
城
復
興
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
の
た
め
に
、※
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
で
も
お

求
め
い
た
だ
け
る
よ
う
に
展
開
し
て
い
ま
す
」

春
休
み
期
間
の
３
月
20
日
か
ら
28
日
ま
で

は
、地
域
と
連
携
し
て
「
首
里
手
作
り
市
」を
開

催
。那
覇
市
立
城
西
小
学
校
の
旗
頭「
響
」が
守

礼
門
前
、歓
会
門
前
、下
之
御
庭
で
演
舞
を
披

露
し
た
ほ
か
、城
西
小
学
校
・
那
覇
市
立
城
南

小
学
校
の
児
童
に
よ
る「
こ
ど
も
御
開
門
」な
ど

初
の
試
み
を
実
施
し
た
。満
名
主
任
は
言
う
。

「
首
里
手
作
り
市
は
、企
画
会
議
か
ら
首
里
城

周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、地
域
の
人
た
ち
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ

て
開
催
し
ま
し
た
。企
画
段
階
か
ら
地
域
の
方

に
入
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
、首
里
城
公
園

で
も
初
め
て
の
試
み
で
す
。自
分
た
ち
だ
け
で
は

ど
う
し
て
も
発
想
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、ミ
ツ
バ
チ
教
室
や
こ
ど
も
御
開
門

な
ど
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
企
画
が
実
現

で
き
て
、本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。特

に
こ
ど
も
御
開
門
は
地
域
の
方
々
が
い
つ

も
よ
り
多
く
見
学
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。」

仲
榮
眞
係
長
は
こ
う
言
う
。「
旅
行
者
は

も
ち
ろ
ん
地
元
に
愛
さ
れ
る
首
里
城
を
目

指
し
て
、ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
。今
後
も
、国
や
県
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の

皆
さ
ま
や
公
立
大
学
法
人
沖
縄
県
立
芸

術
大
学
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、『
見
せ

る
復
興
』『
地
域
に
愛
さ
れ
る
首
里
城
』の
実

現
に
向
け
て
、一
歩
ず
つ
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

（
文
・い
の
う
え 

ち
ず
）

し
ち
ゃ
ぬ
う
な
ーう

け
ー
じ
ょ
ー

①仮設履屋内部の正殿遺構　②復興展示室内の様子　③ヒビの修復を終え養生
中の大龍柱　④メッセージで作られた首里城モザイクアート　⑤首里城祭での復
興祈念ライブには、地元首里の伝統芸能や空手団体、県外からの出演も　⑥首
里城祭での国王・王妃　⑦漆喰はがしボランティアの様子　⑧全国からの応援
メッセージ　⑨夜間消防訓練で、屋外の消火栓から放水する様子　⑩奉神門の
瓦を葺く屋根瓦職人たち　⑪こども御開門　⑫首里城オリジナルＴシャツ、トー
トバッグ　⑬首里城オリジナル一筆箋　⑭富山幸浩係長　⑮仲榮眞盛也係長
⑯満名誠主任

（※詳細は P.15 をご覧ください）

う
ざ
が
く
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佐
竹
「
沖
縄
地
方
は
歴
史
的
な
経
緯
か
ら

中
国
の
漢
方
薬
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、

イ
ン
ド
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
な
ど
、
他

の
地
域
の
伝
承
医
学
に
目
を
向
け
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
」

―

そ
う
い
っ
た
視
点
で
見
直
せ
ば
、研
究

テ
ー
マ
は
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
・
い
の
う
え

　ち
ず
）

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

―

長
年
、世
界
の
薬
用
植
物
を
研
究
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
立
場
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、

沖
縄
地
方
の
植
物
の
ど
の
よ
う
な
点
が

面
白
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

佐
竹
「
沖
縄
地
方
は
東
南
ア
ジ
ア
と
気
候

も
近
い
た
め
、
よ
く
似
た
植
物
や
共
通
す

る
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。特
に
伝

承
医
学
、
民
間
医
学
と
言
わ
れ
る
も
の
の

中
に
面
白
い
も
の
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
非
常
に
重
要
な
薬
用

植
物
と
さ
れ
て
い
て
も
、
沖
縄
地
方
で
は

あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。こ
の
違
い
も
興
味
深
い
で
す
ね
」

―

薬
用
植
物
は
国
に
よ
っ
て
分
類
や
扱

い
が
異
な
る
の
で
す
か
？

佐
竹
「
世
界
各
国
に
、
そ
の
国
が
定
め
る

医
薬
品
に
関
す
る
品
質
規
格
書
で
あ
る

『
薬
局
方
』
が
あ
り
ま
す
。日
本
の
薬
用
植

物
や
生
薬
は
『
日
本
薬
局
方
』
に
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。私
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
、
そ
う
い
う
規
格
そ
の
も
の
を

作
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。今
後
、
沖

縄
で
民
間
医
療
に
使
わ
れ
る
植
物
を
科

学
的
に
裏
付
け
る
規
格
を
作
っ
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
」

―

ど
う
い
っ
た
植
物
が
薬
用
植
物
と
し

て
有
望
で
す
か
？

佐
竹
「
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的

な
も
の
に
ゲ
ッ
ト
ウ
や
ウ
コ
ン
な
ど
の

シ
ョ
ウ
ガ
科
植
物
は
有
用
と
思
わ
れ
ま

す
。他
に
は
ヒ
ハ
ツ
モ
ド
キ
。東
南
ア
ジ
ア

で
は
大
変
広
く
使
わ
れ
て
い
る
ヒ
ハ
ツ
と

い
う
植
物
は
、
イ
ン
ド
の
伝
承
医
学
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
も
使
わ
れ
ま
す
。沖
縄

地
方
に
あ
る
ヒ
ハ
ツ
モ
ド
キ
の
成
分
を
調

べ
て
み
る
と
面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。ま
た
、漢
方
薬
で
は
イ
ン
チ
ン
コ
ウ

と
い
う
重
要
な
薬
の
元
に
な
る
カ
ワ
ラ

ヨ
モ
ギ
、
そ
の
仲
間
が
沖
縄
地
方
で
は
食

用
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
」

―

葉
の
細
い
ハ
マ
マ
ー
チ（
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ヨ
モ
ギ
）は
お
茶
に
し
ま
す
ね
。広
く
親

し
ま
れ
て
い
る
食
材
が
重
要
な
薬
用
植

物
だ
っ
た
と
い
う
の
は
面
白
い
で
す
ね
。

佐
竹
「
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
よ
。ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ（
長
命
草
）に
似

た
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
は
、
風
邪
の
薬
と
し
て

日
本
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
植
物
の
分
布
は
中
国
の
海
南
島
、
沖
縄

か
ら
北
海
道
を
経
て
カ
ナ
ダ
ま
で
見
ら

れ
ま
す
。そ
の
場
所
に
よ
っ
て
成
分
も
少

し
ず
つ
違
う
の
で
、
沖
縄
地
方
の
ハ
マ
ボ

ウ
フ
ウ
が
ど
ん
な
位
置
づ
け
に
な
る
か

調
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。同

じ
日
本
国
内
で
も
、
太
平
洋
側
と
日
本
海

側
で
少
し
成
分
が
違
う
と
い
う
こ
と
も

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
。そ
れ
か
ら
40

年
ほ
ど
前
に
、
西
表
島
の
海
岸
に
オ
オ
ニ

ン
ジ
ン
ボ
ク
が
あ
る
と
聞
い
て
、
わ
ざ
わ

ざ
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。大
き

な
木
に
な
る
ん
で
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
非
常
に
重
要
な
植
物
で
、
痛
み
止
め
や

利
尿
に
使
い
ま
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
重

要
な
薬
用
植
物
と
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
」

―

こ
う
い
っ
た
研
究
を
沖
縄
美
ら
島
財

団
と
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、ど
ん
な
方
向

性
を
お
考
え
で
す
か
？

佐
竹「
沖
縄
地
方
に
は
薬
用
植
物
に
関
す

る
伝
承
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
裏
付
け
が
あ
る
よ
う
で
な
い
の
が

現
状
で
す
。沖
縄
県
内
の
研
究
機
関
と
し

て
、沖
縄
美
ら
島
財
団
が
科
学
的
な
裏
付

け
を
き
ち
っ
と
行
え
ば
、
価
値
の
あ
る
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。も
う
一
つ
は
沖

縄
地
方
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
な
ど
の
A
S
E
A
N

各
国
と
連
携
し
て
、
一
つ
の
規
格
を
作
る

と
い
う
動
き
で
す
ね
。国
別
に
あ
る
薬
局
方

の
、
ア
ジ
ア
A
S
E
A
N
版
と
い
う
べ
き
で

し
ょ
う
か
。沖
縄
地
方
は
A
S
E
A
N
と
は

少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
え
て

い
る
植
物
は
似
て
い
ま
す
の
で
、
各
国
と

連
携
し
て
薬
局
方
の
よ
う
な
も
の
を

作
っ
て
い
く
の
が
一
番
良
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
」

―

亜
熱
帯
で
こ
そ
育
つ
薬
用
植
物
も
多
い

で
し
ょ
う
し
、希
少
価
値
の
高
い
薬
用
植

物
の
栽
培
に
成
功
し
た
ら
、沖
縄
県
の
産

業
振
興
に
も
大
い
に
貢
献
で
き
ま
す
ね
。

佐
竹「
シ
ナ
モ
ン
の
仲
間
、ニ
ッ
ケ
イ
も
そ

う
で
す
。京
都
の
八
つ
橋
の
原
料
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
も
と
も
と
和
歌
山

県
や
高
知
県
で
作
っ
て
い
た
ニ
ッ
ケ
イ
だ

そ
う
で
す
が
、
今
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
輸

入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。沖
縄
地
方
で
も

シ
ナ
モ
ン
の
仲
間
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
か
ら
、
期
待
で
き
ま
す
ね
。

ニ
ッ
ケ
イ
は
漢
方
の
処
方
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
」

―

実
際
、沖
縄
県
国
頭
村
で
は
カ
ラ
キ
ハ

と
い
う
シ
ナ
モ
ン
の
仲
間
を
使
っ
た
お

茶
や
飴
が
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。沖
縄

美
ら
島
財
団
に
は
、研
究
成
果
を
沖
縄
の

産
業
振
興
に
還
元
し
た
い
と
い
う
目
標

が
あ
り
ま
す
か
ら
、こ
れ
ま
で
伝
承
的
に

健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
機

能
性
成
分
を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と

は
そ
の
一
環
と
し
て
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
ね
。

佐
竹
「
薬
用
植
物
の
成
分
を
研
究
し
て
、

有
効
成
分
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
手
法

は
大
変
難
易
度
が
高
い
。成
分
の
パ
タ
ー

ン
を
科
学
的
に
調
べ
て
、
そ
の
パ
タ
ー
ン

に
属
す
る
も
の
を
探
す
と
い
う
パ
タ
ー

ン
分
析
に
す
る
と
特
徴
が
明
確
に
つ
か

め
る
の
で
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
を
お
す
す
め

し
ま
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
中
で
、
植
物
性
の
も
の
は
ボ
タ
ニ
ク
ス

と
い
う
言
葉
で
ま
と
め
て
、
薬
用
で
も
食

用
で
も
植
物
性
は
全
部
ボ
タ
ニ
ク
ス
な

ん
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。薬
効

成
分
で
明
確
に
分
類
す
る
必
要
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
」

―

民
間
薬
、伝
承
薬
と
い
う
と
こ
ろ
で

は
、沖
縄
地
方
で
は
風
邪
を
ひ
い
た
と
き

に「
チ
ム
シ
ン
ジ
」と
い
う
豚
の
レ
バ
ー
と

島
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を
煎
じ
た
も
の
を
飲

み
ま
す
。そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
と
面
白
い
で
す
ね
。

佐
竹
「
調
理
の
先
生
方
と
連
携
さ
れ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
よ
。例
え
ば
山
菜
の
ワ

ラ
ビ
は
そ
の
ま
ま
で
は
毒
性
が
あ
り
ま
す

が
、
伝
統
的
な
手
法
で
ア
ク
抜
き
を
す
る

と
毒
性
成
分
が
消
え
ま
す
。昔
な
が
ら
の

調
理
法
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
そ
の
辺
は
お
知
恵
を
借
り
な
が
ら
連

携
し
て
進
め
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」

―

他
に
沖
縄
地
方
で
何
か
気
に
な
る
植
物

は
あ
り
ま
す
か
？

佐
竹
「
シ
ダ
科
の
植
物
は
ど
う
で
し
ょ

う
？
例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
で
は
リ
ュ
ウ

ビ
ン
タ
イ
の
仲
間
の
根
茎
を
薬
と
し
て

使
い
ま
す
が
、
沖
縄
地
方
で
は
シ
ダ
科
の

植
物
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る

か
も
知
り
た
い
で
す
ね
。ハ
ー
ブ
類
も
面

白
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
、ど
こ
に
で

も
あ
る
雑
草
と
思
わ
れ
が
ち
な
ツ
ボ
ク

サ
も
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
滋
養
強
壮
に
良

い
と
し
て
葉
の
し
ぼ
り
汁
を
飲
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。

亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
で
、野
生
植
物
も

温
帯
の
本
土
と
は
異
な
る
沖
縄
地
方
。琉

球
王
国
時
代
か
ら
中
国
の
影
響
を
受
け
、

広
く
薬
草
や「
体
に
い
い
」食
材
・
調
理
法

の
知
識
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

佐
竹
元
吉
氏
は
学
校
法
人
昭
和
薬
科

大
学
の
薬
用
植
物
資
源
研
究
室
で
研
究

員
と
し
て
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、タ
イ
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
各
国
で
薬
用

植
物
を
研
究
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
平
成

３０
年
度
よ
り
沖
縄
美
ら
島
財
団
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
の
顧
問
に
就
任
。沖
縄
の
薬

用
植
物
・
未
利
用
植
物
の
研
究
を
共
に

進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
佐
竹

顧
問
に
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。

Vol.28ニッケイ

ツボクサ

沖
縄
美
ら
島
財
団

総
合
研
究
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ン
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研
究
顧
問

佐
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元
吉
　さ
た
け
　も
と
よ
し
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美ら島財団インフォメーション

佐竹顧問へのインタビューを通して、沖縄地方の植物は多種多様で、その中でも薬用植物
に関しては大きな可能性を秘めていることを感じました。　　　　　　　　　　　　(YM)編集後記

　
沖
縄
美
ら
島
財
団
で
は
、本
部
町
と
締
結
し
た
「
も
と
ぶ
地
域

づ
く
り
包
括
連
携
協
定
」に
基
づ
き
、地
域
食
材
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
・
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
美
ら
海
水
族
館
４

階
レ
ス
ト
ラ
ン
イ
ノ
ー
に
て
２
０
２
０
年
９
月
よ
り
、「
本
部
町
産

あ
ぐ
〜
」を
使
用
し
た「
あ
ぐ
〜
丼
」、２
０
２
１
年
３
月
よ
り「
あ

ぐ
〜
カ
ツ
カ
レ
ー
」を
そ
れ
ぞ
れ
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
固
有
種
の
貴
重
な
豚
「
ア
グ
ー
」は
、市
販
さ
れ
て
い
る
一

般
的
な
豚
肉
に
比
べ
、甘
み
と
旨
味
が
優
れ
た
品
種
で
す
。「
本
部

町
産
あ
ぐ
〜
」は
、本
部
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
ア
グ
ー
で
本
部
町
の

ブ
ラ
ン
ド
豚
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
脂
の
旨
味
と
肉
質
の
柔
ら
か
さ
を
引
き

立
て
る
た
め
、「
あ
ぐ
〜
丼
」は
シ
ン
プ
ル
に
塩
で
味
付
け
し
て
い
ま

す
。ま
た
、本
部
町
産
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
搾
る
と
さ
っ
ぱ
り
と
し

た
味
わ
い
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
あ
ぐ
〜
カ
ツ
カ
レ
ー
」は
、と
ん
か
つ
に
使
用
す
る
本
部
町
産

あ
ぐ
〜
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
に
カ
ッ
ト
し
、粗
目
の
パ
ン
粉
を
使
用
す

る
こ
と
で
サ
ク
サ
ク
し
た
食
感
に
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。カ

レ
ー
は
、日
本
人
に
馴
染
み
あ
る
欧
風
ル
ー
を
ベ
ー
ス
に
、複
数
の

香
辛
料
や
調
味
料
、フ
ル
ー

ツ
等
を
ブ
レ
ン
ド
し
、辛
さ
を

抑
え
た
ま
ろ
や
か
な
口
当
た

り
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
に
お

越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。今
後
も
地
域
と
連

携
し
、地
域
食
材
の
魅
力
を

活
か
し
た
商
品
開
発
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

「
本
部
町
産
あ
ぐ
〜
」を
使
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

未
来
へ
残
そ
う
沖
縄
の
心

首
里
城
基
金

漆器の復元作業

書跡の修復作業

　
沖
縄
美
ら
島
財
団
は
、次
世
代
の
沖
縄
を
担
う
若
者
の
文
化
・
芸
術
活
動
を
奨
励
し
、将
来
、

沖
縄
を
背
景
に
広
く
世
界
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、沖
縄
県
立
芸
術
大
学
美

術
工
芸
学
部
・
大
学
院
造
形
芸
術
研
究
科
卒
業
・
修
了
作
品
展
に
お
い
て
、「
沖
縄
美
ら
島
財

団
理
事
長
賞
」の
授
与
を
、2
0
1
6
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
2
月
12
日
〜
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
31
回
作
品
展
で
は
大
学
院
　
漆
工
研
究

室
２
年
の
島
袋 

香
子
さ
ん
の
作
品
「
青
蓮
」が
、2
0
2
1
年
２
月
10
日
〜
14
日
に
開
催
さ
れ

た
第
32
回
作
品
展
で
は
美
術
工
芸
学
部
工
芸
専
攻
（
染
分
野
）4
年
の
浦
川 

愛
菜
さ
ん
の
作

品
「
輝
き
を
纏
ふ
」が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
立
芸
術
大
学 

美
術
工
芸
学
部
・
大
学
院
造
形
芸
術
研
究
科

第
31
回
、第
32
回
卒
業
・
修
了
作
品
展
に
て

「
沖
縄
美
ら
島
財
団
理
事
長
賞
」を
授
与

北中城村長賞
作品名「境界と記憶」（彫刻作品）

福田 直樹

■第31回作品展

北中城村文化協会賞
作品名「寂として祈る」

(染織作品 )
杉本 智奈

デパートリウボウ賞
作品名「Clay Language」

( 陶芸作品 )
鈴木 まこと

沖縄美ら島財団理事長賞
作品名「青漣」(漆芸作品 )

島袋 香子

沖縄美ら島財団理事長賞
作品名「輝きを纏ふ」（染作品）

浦川 愛菜

デパートリウボウ賞
作品名

「朱漆花鳥堆錦沈金八角
東道盆『華信風に舞う』」

（漆芸作品）
上江洲 安龍

北中城村文化協会長賞
作品名「なやみのたね」
（デザイン作品）

玉元 楓

沖縄県立博物館・美術館長賞
題名「大今良時と山田尚子　二つの『聲の形』論―
マンガとアニメの表現ジャンルに従って―」（論文）

竹嶋 良騎

沖縄県立博物館・美術館長賞
論文名「フセイン・チャラヤンの思索的ファッ
ションデザイン-モビリティの時代における身体、
空間そして文化的アイデンティティの問題 -」

工藤 源也

北中城村長賞
作品名

「優游涵泳」
（漆芸作品）
大城 史織

■第32回作品展

　
海
洋
博
公
園
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、海
洋
文
化
館
、お

き
な
わ
郷
土
村
で
は
、2
0
2
1
年
3
月
よ
り
音
声
ガ
イ
ド
ア

プ
リ
を
導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
「
見
る
」こ
と
が
中
心
だ
っ

た
施
設
や
展
示
物
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
、音
声
に
沿
っ
て
「
体

験
す
る
」コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
植
物
か
ら
採
取
し
た
電
磁
波

を
用
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、カ
カ
オ
や
バ

オ
バ
ブ
、エ
ア
プ
ラ
ン
ツ
な
ど
の
進
化
の
過
程
や
特
徴
を
「
植
物

の
知
恵
」と
し
て
学
び
ま
す
。

　
海
洋
文
化
館
と
お
き
な
わ
郷
土
村
で
は
、「
島
人
ぬ
宝
探
し
」

を
テ
ー
マ
に
、人
々
が
生
活
の
中
で
大
事
に
し
て
き
た
も
の
を
、

地
図
を
頼
り
に
展
示
か
ら
探
し
出
す
体
験
を
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。宝
探
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、展
示
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や

人
々
の
物
語
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
来
館
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

海
洋
博
公
園
3
施
設
に
お
い
て

音
声
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
を

導
入
し
ま
し
た
！

おきなわ郷土村

熱帯ドリームセンター

　
2
0
2
1
年
3
月
、沖
縄
県
議
会
の
議
決
を
経
て
、「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
」の
指
定
管
理
者

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
6
年
4
月
か
ら
の
5
ヵ
年
間
に
引
き
続
き
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら

2
0
2
6
年
3
月
ま
で
、同
館
の
施
設
管
理
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
運
営
等
を
行
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
、沖
縄
美
ら
海
水
族
館
や
首
里
城
公
園
な
ど
他
施
設
と
の
連
携
や
、当
財
団
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
企
画
展
な
ど
を
強
化
し
、展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
財
団
が
培
っ
て
き
た
調
査
研
究
や
普
及
活
動
、施
設
管
理
に
関
す
る
豊
富
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、同
館
に
お
け
る
沖
縄
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
発
信
や
継
承
に
貢
献
し
ま
す
。

沖
縄
県
立
博
物
館・美
術
館（
お
き
み
ゅ
ー
）の
指
定
管
理
者

販売場所：レストランイノー（沖縄美ら海水族館4階）

あぐ～カツカレー
販売価格：
1,400円（消費税込）

あぐ～丼
販売価格：
単品：900円（消費税込）
セット：1,200円（消費税込）

音声ガイドアプリのダ
ウンロードはこちらから

1,256件
258,355,887円
（2021年4月27日現在）

寄付金額
（2019年10月31日以降）

フラッフィー
ジンベエ

首里城正殿
美術模型

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！
　

　
２
０
２
０
年
７
月
よ
り
、沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
等
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
　
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。施
設
へ
の
来
園
、来
館

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
に
、商
品
を
通
し
て
少
し
で
も
旅
行
気
分
を
味
わ
い
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
な
ど
、ほ
か
で
は
手
に
入
ら
な
い
商
品
を
は
じ
め
、沖
縄
美
ら
海
水
族
館
が
位
置
す

る
や
ん
ば
る
地
域
（
沖
縄
本
島
北
部
地
域
）や
首
里
城
公
園
の
商
品
も
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ふ
わ
ふ
わ
し
た
手
触
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み「
フ
ラ
ッ
フ
ィ
ー
ジ
ン
ベ
エ
」や
マ
ス
ク
、首
里
城
正
殿
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
ブ
ッ
ク
「
首
里
城
正
殿
美
術
模
型
」な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。ま
た
、季
節

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
期
間
限
定
商
品
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
限
定
セ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
、様
々
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
企
画
中
で
す
。

　
２
０
２
１
年
３
月
に
は
、Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
・
ペ
イ
ペ
イ
モ
ー
ル
に

も
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
公
式

シ
ョ
ッ
プ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。今
後
も
取
扱
商
品
を
増
や

し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
お
客

さ
ま
へ
商
品
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

■沖縄美ら海水族館
公式オンライン
https://umichurara.shop

■Ｙａｈｏｏ・ペイペイモール　
沖縄美ら海水族館公式ショップ
https://paypaymall.yahoo.co.jp
/store/churaumiokinawa/top/

　
沖
縄
美
ら
島
財
団
で
は
、国
内
外
に
散
逸
し
た
首

里
城
関
係
の
文
化
遺
産
を
収
集
し
、保
存
修
復
、模

造
復
元
製
作
し
、首
里
城
等
で
一
般
公
開
し
て
い
く

た
め
、沖
縄
県
、県
内
市
町
村
、各
種
団
体
、ま
た
多

く
の
方
か
ら
の
協
力
を
得
て
、1
9
9
2
年
よ
り
首

里
城
基
金
を
設
置
し
、こ
れ
ま
で
文
化
遺
産
収
集
事

業
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
10
月
31
日
、首
里
城
火
災
に
よ
り
、

貴
重
な
美
術
工
芸
品
が
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。首
里

城
再
建
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す
る
な
か
、偉
大
な

先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
美
術
工
芸
品
等

の
遺
産
を
収
集
・
復
元
・
保
存
し
、首
里
城
で
展
示
で

き
る
よ
う
、首
里
城
基

金
の
造
成
に
皆
さ
ま
の

絶
大
な
る
ご
支
援
、ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

せ
い
れ
ん
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其
の
十
九

琉
球
王
国
第
4
代
尚
清
王
代
に
首
里
王
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
謡
集

「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

※ 

海
洋
博
公
園
内
お
も
ろ
植
物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

与
那
嶺
の
大
親
が

竹
を
栽
培
す
る
囲
い
を
造
っ
て（
竹
を
育
て
て
）

按
司
様
が

島
討
ち
を
す
る
た
め
の
矢
柄
の
見
事
さ
よ

一

　与
那
嶺
の
大
親
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す
る
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柄
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九
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一
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三 

﹈

つ
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・
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よ

　な
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や

あ
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し
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い
や
こ
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ヤ
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バ
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ダ
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マ
ダ
キ

※ 出典：「おもろさうしの植物」　発行:（財）海洋博覧会記念公園管理財団（現・（一財）沖縄美ら島財団）

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
は
琉
球
列
島
固
有
の

竹
で
、大
東
諸
島
以
外
の
沖
縄
各
島
に
自
生

す
る
。

稈
は
高
さ
1
〜
3
メ
ー
ト
ル
、径
1
〜
2

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、葉
は
立
性
で
長
さ
18
〜

25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、幅
4
〜
25
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、生
育
地
に
よ
っ
て
稈
の

高
さ
や
葉
の
広
狭
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

非
石
灰
岩
地
に
植
え
る
と
葉
が
糸
の
よ
う

に
細
く
幹
も
黄
色
を
帯
び
る
た
め
、観
賞
用

と
て
し
て
利
用
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
沖
縄
で

は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
は
生
活
と
深
く
結
び

つ
い
て
お
り
、稈
は
建
築
補
助
材
、垣
根
材
、

編
み
物
、農
業
資
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ほ

か
、枝
葉
は
や
ね
ふ
き
に
用
い
る
と
70
〜
80

年
長
持
ち
す
る
と
い
わ
れ
重
宝
が
ら
れ
た
。
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沖縄美ら島財団

沖縄美ら海水族館 沖縄県立
名護青少年の家

美ら島
自然学校

なご
アグリパーク

沖縄美ら島財団
総合研究センター

沖縄県立博物館・
美術館（おきみゅー）

海洋博公園 首里城公園

当財団では、これまでに蓄積してきたノウハウを活かし、普及啓発、環境保全、地域貢献等の活動に取り組んでいます。

与
那
嶺
の
大
親
が
、竹
牆
を
造
っ
て
囲
い
を

し
て
お
い
て
、按
司
様
が
島
討
ち
を
す
る
た
め

の
矢
柄
の
見
事
さ
よ
。

「
た
け
つ
ほ
に
」は
、竹
牆
。

「
つ
ほ
に
」は「
つ
に
ほ
・
チ
ニ
ブ
」の
誤
写
か
。

家
の
正
面
に
こ
し
ら
え
る
目
か
く
し
の
こ
と
。

「
よ
な
み
ね
の
大
や
」は
、旧
佐
敷
町
の
与
那

嶺
の
大
親
。第
一
尚
氏
の
国
王
尚
巴
志
の
父
、

尚
思
紹
の
こ
と
。「
な
わ
し
ろ
の
大
や
」（
苗
代

の
大
親
）と
も
い
う
。
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「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

海
洋
博
公
園
内
お
も
ろ
植
物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
　け

「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

※
海
洋
博
公
園
内
お
も
ろ
植
物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た

け

た
　け

（
リ
ュ
ウ
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ュ
ウ
チ
ク
）




